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先日の生活発表会は子どもたちの楽しそうな姿が見られて、
本当に良かったです。先生たちや保護者の皆様の愛情たっぷり入
った衣装に身を包み、縦割りの良さを生かして、劇ごっこを楽し
むことができました。
12月に入るとこんどはクリスマスの降誕劇を、園児全員で行っ
ていきます。クラスを超えて、学年ごとにお役目がありますので、
また楽しみです。
60年前、私もミカエル幼稚園で降誕劇をやった記憶があります。
以前にも書いたかもしれませんが、私は筋金入りの引っ込み思案
で、いつも蚊がなくような小さな声しか出ませんでした。そんな
私でしたが、降誕劇はマリア様のお役でした。
当時のマリア様のお役は、ほとんどセリフもなく、動きもなく、
ヨセフさんの後をついていけばよく、超引っ込み思案の私にはぴ
ったりの役でした。
周りのお友達が、踊ったり、セリフを言ったりしている中、
じっと座っているお役だったのです。こんな私でもできる、神様
に喜んでもらえるお役だったのでしょう。
降誕劇のお役は生活発表会のお役とは目的が違います。イエス
様がお生まれになった、キリスト教でとても大切にしている日を、
みんなで喜びお祝いすることが大切な目的となります。そして私
たちが笑顔でお祝いする地球の裏側には、いまだ紛争があり、多
くの人たちが嘆き悲しんでいる。いえ、外国だけではなく、日本
の、私たちのすぐ近くにも、苦しい思いをしている人がたくさん
いるということを、心に留め、神様にお祈りする日でもあります。
12月18日木曜日、子どもたちも、私たち大人も、まっすぐな
きれいな心で、このクリスマスを迎えられますように。どうぞ皆
様でお越しください。

園長 渡部 良子

「天の大群」

11月15日、幼児部の子どもたちによる生活発表会が

終わりました。それぞれの発表を見ながら、一人一人の

頑張りもさることながら、舞台裏から聞こえるみんなの

歌声にふと聖書のクリスマスの場面が思い出されました。

母マリアに天使ガブリエルの受胎告知のメッセージが

伝えられた時、その驚くべき御告げに加えて「天の大軍

が現れ、この天使と共に神を讃美して言った」

（ルカ2:13）と書かれています。

役を持つ子ども達は、自分だけではセリフを言い切れ

なかったり、歌詞を忘れて自信をなくしてしまうことも

あります。でも、その役柄を支えるみんなの舞台裏から

の声が合わさった時、場面が際立ち、より見る者の心に

残る印象的なものとして表現されていることを改めて感

じました。

一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、

一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。

（コリントの信徒への手紙一 12章26節）

舞台に立っている子どもたちも、一つのクラスとして、

みんなで支え、みんなで創り上げている舞台の中で

「ワンチーム」となる絆作りの瞬間を感じていたのでは

ないでしょうか。
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